










ポリエチレンや各種剛直高分子などの合成高分子や、多
糖類をはじめとする天然高分子、カーボンナノチューブな
どの炭素材料を対象として、各種顕微鏡学的手法やX線回折法を利用

した結晶構造や高次構造の解析や、結晶化機構や生成プロセスの解明などの基礎的原理の解明、
熱や力学物性と構造との関係の解明を行っています。また、高分子固体の構造特性を活かした複
合化等による高機能材料の開発を進めています。

高分子材料学

■専門分野

■講　師
押木　俊之
Senior Asst. Prof. OSHIKI Toshiyuki

炭素循環社会/錯体触媒/高分子合成
/実用化研究/産学連携

地球規模の課題解決へ向けた産業上の重要性が高い、革新的な化学触媒法の研究・技術開発を進める。岡山大
学工学部は、岡山県民の大きな期待を背負い発足したものの、地域に対する貢献はいまだ十分とは言いがたい現状を受け止め、
地に足をつけた地域・産学連携を通じて、錯体化学を基盤とする、経済と環境の調和を実現する実用化志向の化学研究を進め
る。研究活動等を通して、確固たる芯のぶれない誇りある日本人を育成する。

工業触媒化学

■教　授
内田　哲也
Prof. 
UCHIDA Tetsuya

高分子化学/高分子材料/複合体/
カーボンナノチューブ/高性能ナノ
材料/人工網膜

■専門分野

■講　師
沖原　巧
Senior Asst. Prof. 
OKIHARA Takumi

高分子化学/高分子材料/複合
体/カーボンナノチューブ/多
糖類

■専門分野

■助　教
木村　尚敬
Asst. Prof. 
KIMURA Naotaka

高分子化学/高分子材料/複合体/
カーボンナノチューブ/高性能ナ
ノ材料/人工網膜/木質

■専門分野

ガラスは、光をよく通す（透光性）、自由な形状を付与できる（成形性）
といった性質の他にも優れた特性を持っています。ガラスは様々な元素を溶かし込む
ことが可能で、放射性廃棄物の処理に利用されるなど、環境問題の解決にも活かさ
れています。我々の研究室では、機能性ガラス・セラミックスの開発研究を通して、
省資源・省エネルギーに貢献します。また、ガラスの性質を利用した廃棄物のリサイ
クルの研究にも取り組んでいます。

環境非晶質材料科学

紅野  安彦
Assoc. Prof. BENINO Yasuhiko

無機材料化学
■専門分野

■准教授
難波　徳郎
Prof. NANBA Tokuro

環境無機材料科学
■専門分野

■教　授
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当研究分野では、環境への負荷を低減化する機能性無機材料の開発
を行っています。「電気特性」、「光特性」、「触媒特性」、「分離特性」などに優
れたセラミックスを作製し、その特性について検討しています。また、無機系の廃
棄物を有効活用するための技術開発にも取り組んでいます。

環境無機材料科学

西本　俊介
Assoc. Prof. NISHIMOTO Shunsuke

無機材料化学/無機環境材料/無機界面化学
■専門分野

■准教授
亀島　欣一
Prof. KAMESHIMA Yoshikazu

無機材料化学/無機環境材料/無機界面化学
■専門分野

■教　授

■専門分野

■准教授

有機化学の得意とする化学修飾を駆使して、
典型元素の特性を活かした機能性材料の開発を行っていま
す。

田嶋　智之
Assoc. Prof. TAJIMA Tomoyuki

有機化学/有機元素化学/光化学/超
分子化学

有機機能材料学

高分子微粒子は、高分子から構成される数十nmから数μm程
の微粒子です。古くから塗料や接着剤に利用されていますが、現在では医療・
通信・化粧品・環境・電子部品等の幅広い分野に利用され、未来材料の鍵と
なる素材です。当研究室では、高分子微粒子の機能化に加え、高分子微粒
子から成る材料のリサイクルにも注力しており、高分子廃棄量の増加や資源
枯渇、環境汚染などの深刻な社会問題の解決に貢献する可能性があります。

環境高分子材料学

鈴木　大介
Prof. 
SUZUKI Daisuke

高分子化学（微粒子・ゲル）/コロイド
化学/グリーンケミストリー

■専門分野

■教　授
山崎　慎一
Assoc. Prof. 
YAMAZAKI Shinichi

高分子物理化学/ 高分子・繊維材料/
環境科学

■専門分野

■准教授
新　史紀
Asst. Prof. 
ATARASHI Hironori

高分子化学/高分子物理/環境材料
■専門分野

■助　教
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環境低負荷な化学プロセスの開発
未利用資源から有用物質を生産する化学プロセスや生体を真似
た分離プロセスなど環境低負荷な化学プロセスの開発を行ってい
ます。

環境プロセス工学

■教　授
木村　幸敬
Prof. KIMURA Yukitaka

環境低負荷な化学プロセス
/生体ミメティクス

■専門分野

■准教授
島内　寿徳
Assoc.Prof. 
SHIMANOUCHI Toshinori

環境低負荷な化学プロセス
/生体ミメティクス

■専門分野

環境保全・物質循環を促す材料・プロセスの開発や、材料表面における分子の吸脱着、
化学反応、エネルギー変換のための電荷移動反応のメカニズムを解明しています。

環境反応工学

■教　授 ■教　授
UDDIN Md. Azhar

反応工学/触媒化学

福田　伸子
Prof. FUKUDA Nobuko

材料化学／プラズモニクス／表面分光計測／センシング
■専門分野 ■専門分野
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